




Left-right diference in high 合equncy sensitivity: 
aplication for unilateral cohlear disorder evaluation 
高周波聴力の左右差:ー側性の鍋牛障害の評価への応用
論文内容の要旨
一般的な聴力検査に使用されている周波数は 125Hz から 8kHz の範囲である。これは日常生活に必要な
周波数が会話語音領域である 250Hz から 2kHz を中心に上限は 4kHz あれば足りるとされてきたためであ














を訴える患者 12 名のうち 7 名に左右差がみられ、その中の 6 名は闇値が上昇している耳に耳鳴りがあっ
た。さらに耳鳴りを訴える患者 8 名の患側耳と耳鳴りのヒ。ッチとの関係について検討した。左右差があり高
周波聴力の関値が高い耳と耳鳴り症状の訴えがある耳とが一致する 4 名では 3 名で耳鳴りのヒ。ッチは高
一く、一致しない 4 名では l 名のみ耳鳴りのヒ。ッチが高かった。高周波領域の障害が耳鳴りに関与している
可能性が示唆された。以上のことから臨床的には高周波領域の聴取関値は個人差が大きく、軽度の障害
を評価することは困難であると思われた。しかしー側の障害であれば健側と比較することでー側性の聴力障
害を早期検出することが可能であると考えられた 唱
